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利尻島の全景

地域の概要

利尻島
（利尻富士町）

利尻島は、稚内市から日本海へ約52㎞、日本海に浮かぶ円形の島です。利
尻富士町と利尻町の二つの町からなり、ウニや昆布といった海の幸や、湧水
など自然に恵まれた島です。

北海道銘菓「白い恋人」のパッケージの山（利尻山：標高1,721ｍ）とし
ても有名。利尻島は「夢の浮島」とも呼ばれ、地名の由来はアイヌ語の「リ
イ・シリ」＝高い・島という意味です。
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昆布の歴史

平安時代の初期頃、当時昆布は「比呂米（ひろめ）」と言
われ、朝廷への献上品であったが、その後宮中のみでなく、
神事に使われ、仏教の精進料理や武家へと普及したと言われ
ている。

その後鎌倉時代になり、福井県などと蝦夷地を結ぶ交易が
始まると、京料理として徐々に庶民の口に入るようになり、
室町時代（1336-1573）には乾燥技術の進歩により長期保存が
可能となり、携帯食、勝って喜ぶ縁起物として広がった。

江戸時代になると海上交通が盛んになり北前船が誕生。昆
布ロードと言われる航路により江戸や九州、沖縄へと運ばれ、
昆布は各地の食文化に多大な影響を与え、現在では和食に欠
かすことのできない食材として普及している。

2013年、ユネスコ世界無形文化遺産に「和食」が選ばれた
が、和食最大の特徴が「だし文化」であり、その中でも欠か
せない食材が「昆布」である。
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北海道（利尻島）の昆布漁史
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北海道において古くから昆布は鰊、鮭と並んで三品と言わ
れ最重要産品の一つであった。松浦武四郎が蝦夷地の沿革を
まとめた「東西蝦夷場所境目取調書上」には利尻島の「漁業
は鰊漁第一として次に昆布」と報告された。

利尻・礼文を主産地とするリシリコンブの特徴は、味が濃
く透明で澄んだ上品な味わいから、特に京料理に珍重されて
いる。

現在の利尻島は、明治以降、鰊や昆布など北の海での繁栄
を夢見て主に日本海側の各地から海を渡ってきた移住者たち
の開拓の歴史ともいえるが、その遥か昔からこの地で豊かな
海の資源により生活していた時代のうえに成り立っており、
そして今も昔も変わらず利尻島を代表する特産品が「リシリ
コンブ」である。
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天然昆布漁

天然昆布漁は一人乗りの「磯船」で海底の岩等から生えている
昆布を採取する漁業。その日のうちに天日乾燥する必要があるた
め、波がなく、少し風がある快晴の日と気象条件が厳しく年間、
数回しか採取できない。また、天然資源量も年変動が大きい。
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天然の昆布場

天然のコンブ場。１年目昆布と２年目昆布が混生している。
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昆布を食べるウニとノナ

キタムラサキウニがコンブ場
を侵食している状況。
このまま海水温の上昇が続け
ばさらに磯焼け海域が拡大す
る状況に拍車をかける懸念が
ある。食圧を軽減するためウ
ニ類の移殖等を藻場造成の取
り組みを実施している。
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養殖昆布漁

養殖昆布漁は「漁業者が一から育てた自然栽培の昆布」で、
昆布の種の段階から漁業者が約２年かけて育てる。海中で１年
間育てたコンブの中から２年目に再生した昆布をロープに巻き
付け沖出しし、その後は昆布によく日が当たるように、雑草を
除去したり、昆布の重さに合わせロープに浮き球や石をつけ水
深を調整し育てる。６月中旬頃、昆布の身入りが良くなってか
ら陸揚し生産する。
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リシリコンブの養殖施設

養殖昆布施設での２年目の成コンブ

利尻富士町鴛泊字大磯地先水面

海面に浮かぶリシリコンブ
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採る漁業から育てる漁業への転換
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利尻富士町の主要産品であるリシリコンブの採取方法は昭
和30年代までは天然昆布漁業のみが行われていた。

しかし、リシリコンブは２年生昆布のため、その生産には
自然環境の変化・影響を大きく受けるため、好不漁の波が大
きく、その生産は著しく不安定であること、また年々漁獲量
が減少傾向にあることから、昭和40年代になり上質な昆布の
安定的な増産を目指し養殖昆布漁業が行われるようになった。

採るだけの漁業から、漁業者がつくり育て管理する漁業へ
と転換が図られることで、昆布生産地として安定的な生産が
可能とになり、現在では養殖技術も確立されつつあり、本町
にとって非常に重要な漁業へと成長している。
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天然昆布と養殖昆布の水揚げ量
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天然昆布 S63まで平均 293t/年
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養殖昆布 H1～R3まで平均 100t/年
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海水温の上昇

観測期間：1982年～2022年（41年）
年間平均海水温：

期間最高11.4℃（1990年）、期間最低9.5℃（2017年）
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左図：年間海水温の変化(1982～2022)

海水温観測場所
利尻町ウニ種苗生産施設（水深７ｍ）
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海水温の月別変化

直近５年の月別変化から過去41年の差分
上昇：２～４、６月、12月、下降：１、 ７～10月
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プロジェクト概要

【本取組の目的】
・気候変動を緩和させたい。
・日本のだし文化を守りたい。
・漁業生産活動を持続可能な取り組みとしたい。
・故郷教育により活動を次世代へ引き継ぎたい。

【気候変動対策による効果】
・天然漁場の磯焼けの解消、藻場の回復・再生が期待できる。
・ウニ類等多様な生物の生息環境の保全が期待できる。
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プロジェクト名

利尻富士町のリシリコンブを活用した
ブルーカーボン事業

～日本のだし文化を守る取り組み～
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利尻漁協・利尻富士町による磯焼け対策

●磯焼けが拡大していることは、漁業者の共通認識であり、鴛泊地区では令
和元年度から漁業者自らがチェーン振り事業（海底に付着した石灰藻の清
掃）などの磯焼け対策を実施。鬼脇地区においても同様。

令和元年１月11日 日刊宗谷
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利尻漁協・利尻富士町による磯焼け対策
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実施状況写真



環境教育の取組

故郷教育の一環として昆布集め体験を実施。
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2023.7.10 鴛泊小学校ふるさと教育

2018.7.10 鴛泊中学校ふるさと教育



環境教育の取組

昆布の取り方や海にとっての大切さなどを伝える出前授業を実施。
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2019.2.19 出前授業「こんぶのはなし」

令和元年２月２２日 日刊宗谷



利尻昆布株主事業の取り組み
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・令和４年度から鴛泊昆布養殖部会と利尻富士町にて、利尻昆布のPRと消費
拡大を図るため「利尻昆布株主（オーナー制度）事業」を開始
・昆布養成綱約１ｍ（昆布１５本）を１株とし２００株を募集。株主特典と
して収穫した昆布の配送、オーナーＮＥＷＳ（生育・水揚げ状況の報告）、
昆布干し体験を実施。



利尻昆布株主事業の取り組み（新聞記事）
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2023年2月27日 水産新聞 →

2022年2月10日 日刊宗谷 ↓



プロジェクト実施場所（鴛泊地区）

利尻富士町鴛泊港町地先水面
（地方港湾 鴛泊港 港内）

利尻富士町鴛泊字大磯地先水面
（リシリコンブ養殖区域）

エゾバフンウニカゴ
養殖試験

地方港湾 鴛泊港

地方管理空港
利尻空港

利尻島

餌料用コンブ
（１年目_促成）
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鬼脇

鴛泊

餌料用コンブ
（１年目）



プロジェクト実施場所（鬼脇地区）

利尻富士町鬼脇地区水面
（リシリコンブ養殖区域）

利尻島
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鬼脇

鴛泊



リシリコンブの養殖ロープ施設
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養殖コンブ施設一覧（鴛泊地区）
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養殖コンブ施設一覧（鬼脇地区）
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昆布の生活史

精子

卵

芽胞体

2年目葉体(母藻)

1年目葉体(種コンブ)

遊走子

雌性配偶体

雄性配偶体

2年目葉体(成コンブ)再生コンブ(種コンブ)

母藻
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リシリコンブの養殖工程

１）１年目は母藻を確保し、付着水槽の遊走子を確認後、養殖ロープ
を水槽に静置し、その後沖だし、種コンブの養成を開始。

２）その後、冬期に種コンブを陸揚げ・選定の上、成コンブ養成用の
ロープに根縛り・巻き付けを行う。

３）２年目のロープ等に付着する雑海藻を除去し、成コンブの実入り
を管理し、６月に引き揚げ乾燥を開始し、９月頃出荷する。

サイクル １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月

１年目

２年目
（製品用）

２年目
（母藻用）

種苗（種コンブ）養成

本養成（成コンブ）

（一部分、母藻用）

雑草駆除 引揚げ・乾燥 製品作り・検査・出荷

採苗・沖だし

母藻（２年生コンブ）確保

種コンブ
現地調査（海上）

成コンブ
現地調査（干場）
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成コンブスタート時
現地調査（作業場）

母藻（２年生コンブ）確保

根縛り・巻き付け・沖だし

成コンブスタート時
現地調査（作業場）



養殖区域
令和
元年

令和
２年

令和
３年

令和
４年

令和
５年

種コンブ
（１年目）

種苗養成 種苗養成 種苗養成 種苗養成 種苗育成

成コンブ
（２年目）

本養成・収穫 本養成・収穫 本養成・収穫 本養成・収穫 本養成・収穫

種の引継ぎイメージ

種コンブと成コンブの同時養殖

〇種コンブと成コンブは、養殖区域内で別々に養殖
○種コンブの養成期間は前年12月から11月まで（約１年間）
〇成コンブの海面での養成期間は前年12月から７月まで
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【採苗】
・採苗日までに母藻を用意（実施時期は、11月～12月 海水温10度以下）
・実施回数は年２～３回に分け、一人当り約20本（70ｍ/本）程度を採苗。
・15℃の海水温に母藻投入し温度刺激により遊走子を放出させる。
・遊走子を含む海水をロープが入った水槽へ注入する。
・遊走子がロープに着底するまで暗室で一晩おき、翌日沖だしする。

①採苗（母藻陸揚→母藻管理→採苗→沖だし）
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【種苗育成】
・採苗後、海上施設により1年間種苗を育てる。（12月～翌11月頃まで）
【本養成】
・１年間育てた種苗を陸揚し、種コンブを選定後、根縛り・巻き付けし沖だ
しする。
・実施時期は11月～12月頃

再生したコンブ

再生していないコンブ

種苗を海上施設から陸揚し再生し種昆布となる昆布を選定

②巻き付け（根縛り・巻き付け・沖だし作業）

種昆布を４～５本まとめ根を縛り、ロープ（養成綱）に巻き付け、沖出しする。 29



・ロープについた雑藻やホソメをとり、ロープに絡みついたコンブの手入れ
等を行う。（1月～5月）
・３月からは、徐々に垂下深度を引き揚げ実入り管理を行う。（６月の収穫
時期まで）
・春先の低気圧等による時化でロープが切れる等の被害を抑えるため海況に
より垂下深度は調節する。

③手入れ（雑草除去・水深管理等）
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・水揚げは6月中旬頃から行われる。7月にかけ段々実入りは向上するが、ヒ
ドロゾアが発生した場合の品質低下を避けるため収穫時期は漁家毎に判断し
行われる。
・陸揚は海中の養成綱を漁船に引き揚げ、トラックに積込み、干場へ運ぶ。
・干場では養成綱から昆布を根本付近で切り離し、風上に向けて昆布を干す。

④水揚げ

31



【製品作り】
・整形・選別・計量・結束し製品作りを行う。
【検査・出荷】
コンブ検査を受け、出荷する。

⑤製品作り・出荷
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ウニ養殖試験の概要

・鴛泊港の静穏水面を活用し令和３年３月よりウニの籠養殖試験を開始。
・円筒籠を利用し、昆布養殖漁業者からわけてもらった種昆布等を餌料とし
て養殖中（現在、円筒籠７基設置）

・餌料不足が課題となっており、令和５年11月に促成種苗糸を巻き付けた
ロープを、令和５年12月にはどぶ漬けしたロープを港内に設置。

位置図（鴛泊港）

餌料用昆布養殖施設
促成昆布
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餌料用昆布養殖施設
どぶ漬け昆布

ウニ籠養殖施設（７基）



コンブ育成
（海洋牧場）

ウニ養殖

1年目 2年目

種
苗

成コンブ種コンブ

種
苗

餌
料
用

ブルーカーボン×ウニ養殖 プロジェクト案

餌
料
用

Ｊブル
ークレ
ジット

Ｊブル
ークレ
ジット

生産収入
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ブルーカーボン×付加価値向上 プロジェクト



気候変動対策への取り組み

35

利尻富士町・利尻町・礼文町

令和５年３月
ゼロカーボンシティ共同宣言

利尻富士町

令和６年４月に利尻富士町地球温暖
化計画を策定。

⇒  二酸化炭素吸収減の整備として、ブルー
カーボン生態系の保全に言及。磯焼け対策
事業を推進し、ブルーかカーボンに寄与す
る藻場の整備、新たな吸収源として水産
養殖の研究を推進することとしている。
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